
さっぽろ季節労働者通年雇用促進支援協議会

主な話題
・働き方改革への挑戦
　　　　　　 　― 休日と残業編

・札幌市が大雪対応で開発局と連携

・胆振東部地震から４年
　　　　　　　    復旧・復興の今

3年ぶりの開催となった北海道マラソン2022で、延長
約1.1㎞の創成トンネルをくぐり抜けたランナー達
（上）。都心アクセス道路の整備（下）で地下道路はさら
に北に延びます。
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働
き
方
改
革
の
連
載
、
最
終
回
は
休
日

と
残
業
で
す
。
北
海
道
開
発
局
な
ど
主
要

発
注
機
関
に
よ
る
公
共
工
事
で
は
「
４
週

８
休
」
の
導
入
が
進
ん
で
い
ま
す
が
、
民

間
工
事
で
は
ま
だ
少
数
派
で
す
。
時
間
外

労
働
に
つ
い
て
も
、
２
０
２
４
年
４
月
か

ら
建
設
業
に
つ
い
て
も
時
間
外
労
働
の
上

限
が
罰
則
付
き
で
法
律
に
規
定
さ
れ
ま

す
。
こ
れ
ら
へ
の
行
政
の
対
応
と
企
業
の

実
態
を
ま
と
め
て
み
ま
し
た
。

官
庁
工
事
で
は
4
週
8
休
定
着

北
海
道
開
発
局
が
ま
と
め
た
２
０
２
１

年
度
発
注
工
事
に
お
け
る
週
休
２
日
導
入

工
事
の
う
ち
、
４
週
８
休
以
上
の
実
施
率

は
約
97
％
に
達
し
て
い
ま
す
。
ま
た
、
北

海
道
建
設
部
で
も
、
21
年
度
に
実
施
し
た

週
休
２
日
モ
デ
ル
工
事
の
う
ち
、
取
り
組

み
を
表
明
し
た
現
場
の
ほ
ぼ
全
て
で
４
週

８
休
以
上
の
実
績
を
残
し
て
い
ま
す
。
札

幌
市
に
つ
い
て
も
、
財
政
、
水
道
、
交
通

の
３
局
が
発
注
し
た
工
事
６
５
０
件
の
う

ち
93
％
の
受
注
者
が
実
施
を
選
び
、
達
成

件
数
は
４
週
８
休
が
最
多
で
98
％
を
占
め

て
い
ま
す
。

週
休
２
日
導
入
に
よ
る
効
果
に
つ
い
て

は
、
道
や
札
幌
市
の
調
査
で
「
体
の
リ
フ

レ
ッ
シ
ュ
に
な
り
、
心
身
と
も
に
余
裕
が

で
き
た
」「
子
供
の
学
校
行
事
へ
の
参
加

な
ど
家
族
と
の
触
れ
合
い
の
時
間
が
増
え

た
」「
休
日
を
過
ご
し
た
こ
と
で
、
平
日

に
リ
フ
レ
ッ
シ
ュ
し
て
仕
事
が
で
き
る
」

「
土
日
に
工
事
に
伴
う
騒
音
が
な
い
こ
と

か
ら
、住
民
に
歓
迎
さ
れ
た
」
な
ど
、ワ
ー

ク
ラ
イ
フ
バ
ラ
ン
ス
や
仕
事
の
効
率
化
、

地
域
へ
の
好
影
響
な
ど
肯
定
的
な
意
見
が

多
数
を
占
め
て
い
ま
す
。

一
方
、「
日
給
制
の
社
員
は
収
入
が
減

少
す
る
」「
冬
季
施
工
の
場
合
、
降
雪
や

凍
結
に
よ
る
工
期
の
遅
延
に
不
安
が
あ

る
」「
海
上
工
事
や
土
地
改
良
な
ど
の
工

種
は
、
夏
か
ら
秋
に
か
け
て
土
日
の
休
み

は
難
し
い
」「
機
械
の
リ
ー
ス
期
間
が
延

び
、
経
費
増
と
な
っ
た
」
な
ど
と
い
っ
た

指
摘
が
あ
り
ま
し
た
。

民
間
受
注
中
心
企
業
は
浸
透
せ
ず
　

公
共
工
事
に
つ
い
て
は
、
課
題
は
あ
り

な
が
ら
も
、
一
定
程
度
の
普
及
が
進
ん
で

い
る
４
週
８
休
で
す
が
、
民
間
工
事
に
な

る
と
状
況
は
異
な
り
ま
す
。
国
土
交
通
省

で
は
、
民
間
工
事
を
請
け
負
っ
て
い
る
全

国
の
建
設
業
者
に
工
期
設
定
に
関
わ
る
実

態
を
調
査
し
ま
し
た
。
今
年
1
月
時
点
の

集
計
で
は
「
４
週
６
休
程
度
」
が
全
体
の

44
％
を
占
め
、次
い
で
「
４
週
５
休
程
度
」

が
23
％
、「
４
週
８
休
程
度
」
は
９
％
に

と
ど
ま
り
ま
し
た
。

こ
れ
を
公
共
と
民
間
の
割
合
別
に
見
る

と
、
公
共
工
事
が
請
負
の
大
部
分
を
占
め

る
企
業
の
「
４
週
８
休
程
度
」
は
18
％
と
、

全
体
平
均
の
約
２
倍
に
達
し
て
い
ま
す
。

こ
れ
に
対
し
て
民
間
工
事
が
大
部
分
の
企

業
は
わ
ず
か
５
％
で
、「
４
週
５
休
程
度
」

が
30
％
を
占
め
て
い
ま
す
。
民
間
中
心
の

企
業
の
週
休
の
少
な
さ
が
は
っ
き
り
と
表

れ
て
い
ま
す
。

こ
う
し
た
状
況
に
つ
い
て
、
札
幌
市
内

で
マ
ン
シ
ョ
ン
や
店
舗
な
ど
を
施
工
す
る

あ
る
業
者
は
「
官
庁
工
事
に
つ
い
て
は
週

休
２
日
が
当
た
り
前
の
よ
う
に
な
っ
た

が
、
民
間
建
築
で
は
、
オ
ー
ナ
ー
側
か
ら

働
き
方
改
革
へ
の
挑
戦 

③
休
日
と
残
業
編

民
間
工
事
の
普
及
・
定
着
が
カ
ギ

0% 20% 40% 60% 80% 100%

公共工事が大部分

公共工事が多い

民間工事が大部分

民間工事が多い

公共・民間が同程度

18% 16% 49% 9% 7%

10%

5%

6%

6% 11% 42% 24% 16%

7% 40% 31% 15%

7% 38% 30% 16%

10% 50% 17% 11%

民間工事受注企業の休日取得状況
4週8休以上　　4週7休程度　　4週6休程度　　4週5休程度　　4週4休程度　　その他

1%

1%

1%

1%

3%
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の
要
求
は
『
早
く
安
く
』
で
あ
り
、
働
き

方
改
革
の
実
践
が
難
し
い
。
補
助
金
の
あ

る
工
事
な
ど
で
、
申
請
時
に
働
き
方
改
革

の
実
践
を
想
定
し
た
許
可
制
度
な
ど
の
検

討
を
し
て
ほ
し
い
」
と
い
う
声
が
上
が
り

ま
す
。

時
間
外
労
働
、
地
域
で
大
き
な
差
　

人
材
確
保
の
た
め
に
も
、
４
週
８
休
の

普
及
は
重
要
な
取
り
組
み
で
す
。
し
か

し
、
建
設
業
界
の
直
近
の
課
題
と
し
て

は
、
２
０
２
４
年
４
月
か
ら
建
設
業
に
も

適
用
さ
れ
る
時
間
外
労
働
の
上
限
が
あ
り

ま
す
。
こ
れ
ま
で
、
建
設
業
に
つ
い
て
は

適
用
除
外
と
さ
れ
て
い
ま
し
た
が
、
24
年

４
月
1
日
以
降
、
時
間
外
労
働
の
上
限
は

原
則
と
し
て
月
45
時
間
・
年
３
６
０
時
間

と
な
り
、
違
反
し
た
場
合
に
は
、
罰
則
が

科
さ
れ
る
お
そ
れ
が
あ
り
ま
す
。

北
海
道
建
設
業
協
会
の
会
員
企
業
を
対

象
と
し
た
２
０
２
２
年
度
の
ア
ン
ケ
ー
ト

に
よ
る
と
、「
時
間
外
労
働
が
深
刻
な
問

題
と
な
っ
て
い
る
」
と
の
回
答
は
21
％
で

し
た
。

工
種
別
で
は
建
築
が
29
％
と
全
体
平
均

を
大
き
く
上
回
っ
て
い
ま
す
。
地
方
協
会

別
に
見
て
も
「
深
刻
な
問
題
」
と
の
回
答

は
、
小
樽
が
最
多
の
38
％
、
こ
れ
に
札
幌

の
36
％
、
稚
内
の
31
％
が
続
き
、
室
蘭
は

４
％
な
ど
地
方
協
会
に
よ
っ
て
回
答
傾
向

が
大
き
く
異
な
っ
て
い
ま
す
。　
　

小
樽
は
高
規
格
道
路
整
備
な
ど
、
道
内

で
も
土
木
工
事
が
安
定
的
に
確
保
さ
れ
、

ニ
セ
コ
地
区
で
は
リ
ゾ
ー
ト
開
発
が
堅
調

な
動
き
を
見
せ
て
い
る
地
域
で
す
が
、
そ

の
一
方
で
、
町
村
部
で
は
人
材
不
足
が
加

速
し
、
そ
の
し
わ
寄
せ
が
時
間
外
労
働
の

深
刻
化
を
引
き
起
こ
し
て
い
る
と
も
考
え

ら
れ
ま
す
。
ま
た
、
札
幌
に
つ
い
て
は
、

大
型
再
開
発
事
業
な
ど
建
築
工
事
が
堅
調

に
推
移
し
て
い
る
状
況
に
あ
り
、
経
営
上

の
課
題
に
つ
い
て
も
、
建
築
工
事
の
受
注

割
合
が
高
い
札
幌
で
は
、
約
４
割
の
企
業

が
「
時
間
外
労
働
」
を
選
択
し
て
い
ま
す
。

関
係
者
が
一
体
と
な
っ
た
取
組
を
　

働
き
方
改
革
へ
の
挑
戦
と
題
し
て
、
Ｉ

Ｃ
Ｔ
や
リ
モ
ー
ト
活
用
な
ど
生
産
性
向

上
、
そ
し
て
週
休
２
日
を
テ
ー
マ
に
３
回

に
わ
た
っ
て
連
載
し
て
き
ま
し
た
。
建
設

業
は
イ
ン
フ
ラ
整
備
の
担
い
手
で
あ
る
と

同
時
に
、
地
域
の
経
済
と
雇
用
を
支
え
、

災
害
時
に
は
地
域
の
守
り
手
と
し
て
、
住

民
の
安
全
と
安
心
を
確
保
し
、
生
命
財
産

を
守
る
、
と
い
う
非
常
に
重
要
な
役
割
が

あ
り
ま
す
。

道
建
協
会
員
ア
ン
ケ
ー
ト
に
よ
る
と
、

災
害
時
の
対
応
に
つ
い
て
、「
現
在
・
将

来
と
も
に
的
確
な
対
応
が
可
能
」
と
の
回

答
は
、
わ
ず
か
16
％
に
と
ど
ま
り
、「
現

在
は
大
丈
夫
だ
か
将
来
は
難
し
い
」
が

56
％
と
過
半
数
を
占
め
、
現
在
も
「
対
応

が
難
し
い
、
で
き
な
い
」
と
の
回
答
は

28
％
に
達
し
て
い
ま
す
。

自
然
災
害
が
頻
発
化
・
激
甚
化
し
、
地

域
の
守
り
手
と
し
て
の
役
割
は
一
層
重
要

に
な
っ
て
い
ま
す
。
建
設
業
に
お
け
る
働

き
方
改
革
は
、
建
設
業
が
持
続
的
な
発
展

を
遂
げ
、
守
り
手
の
使
命
を
果
た
し
続
け

る
た
め
に
不
可
欠
な
取
り
組
み
で
す
。
働

き
方
改
革
の
実
現
に
は
多
く
の
課
題
が
あ

り
ま
す
が
、
行
政
、
業
界
や
専
門
工
事
業

な
ど
を
含
め
た
建
設
産
業
全
体
で
一
体
的

に
取
り
組
み
、
一
歩
で
も
先
に
進
ん
で
い

く
こ
と
が
非
常
に
重
要
で
す
。

民間建築工事で 4週 8休と時間外労働が課題に

現在・将来とも
的確な対応が可能
15.9%

現在は大丈夫だが
将来は難しい
55.5%

現在も的確な
対応が難しく
なっている
26.2%

現在も的確な
対応ができない
2.3%
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札
幌
市
は
、
東
区
に
あ
る
丘
珠
空
港
の

利
活
用
を
促
進
す
る
た
め
、
滑
走
路
を
現

行
の
１
、５
０
０
ｍ
か
ら
１
、８
０
０
ｍ
に

延
伸
す
る
な
ど
の
将
来
像
案
を
公
表
し
ま

し
た
。
滑
走
路
を
３
０
０
ｍ
延
ば
す
こ
と

で
、
現
在
夏
期
の
み
就
航
し
て
い
る
小
型

ジ
ェ
ッ
ト
機
が
、
冬
季
も
発
着
で
き
る
よ

う
に
な
り
、
１
日
当
た
り
の
便
数
は
、
最

大
30
便
か
ら
約
70
便
へ
と
増
え
る
想
定
で

す
。
こ
の
ほ
か
タ
ー
ミ
ナ
ル
ビ
ル
の
拡
張

な
ど
も
構
想
し
て
お
り
、
今
後
10
年
程
度

で
の
整
備
を
目
標
と
し
て
い
ま
す
。

札
幌
市
街
に
あ
る
丘
珠
空
港
は
、
ビ
ジ

ネ
ス
や
医
療
目
的
で
底
堅
い
需
要
が
あ
る

ほ
か
、
道
内
外
の
空
港
関
係
者
ら
の
聞
き

取
り
調
査
で
は
、
同
空
港
へ
の
路
線
展
開

の
ニ
ー
ズ
も
高
い
こ
と
が
分
か
っ
て
い
ま

す
。
同
空
港
の
利
便
性
を
生
か
し
、
最
大

限
活
用
す
る
た
め
に
は
、
小
型
ジ
ェ
ッ
ト

機
が
通
年
運
航
で
き
る
滑
走
路
の
確
保
な

ど
の
機
能
強
化
が
必
要
と
な
っ
て
い
ま

す
。滑

走
路
は
、
北
西
に
２
０
０
ｍ
、
南
東

に
１
０
０
ｍ
の
延
伸
を
計
画
し
て
い
ま

す
。
延
伸
す
る
と
、
小
型
ジ
ェ
ッ
ト
機
の

ほ
か
、
医
療
ジ
ェ
ッ
ト
も
通
年
で
発
着
で

き
る
よ
う
に
な
り
ま
す
。
空
港
運
用
時
間

を
現
状
の
午
前
７
時
半
か
ら
午
後
８
時
半

ま
で
の
13
時
間
か
ら
１
時
間
程
度
延
長
し

て
日
帰
り
ニ
ー
ズ
に
も
対
応
す
る
考
え
で

す
。現

状
３
路
線
と
な
っ
て
い
る
道
外
の
定

期
便
は
10
路
線
程
度
に
拡
充
し
、
年
間
旅

客
数
１
万
人
を
見
込
み
ま
す
。
道
外
路
線

が
通
年
で
１
往
復
す
る
と
、
１
路
線
に
つ

き
年
間
約
10
億
円
の
観
光
に
よ
る
経
済
効

丘
珠
空
港
の
利
活
用
促
進
へ

滑
走
路
３
０
０
ｍ
延
伸
な
ど
を
示
す

今
後
10
年
以
内
を
め
ど
に
実
現
へ

果
が
あ
る
と
試
算
し
て
い
ま
す
。

滑
走
路
延
伸
と
駐
機
場
の
増
設
、
用
地

費
な
ど
の
国
が
事
業
主
体
と
な
る
空
港
整

備
事
業
費
は
１
５
０
億
～
２
０
０
億
円
の

見
込
み
で
す
。
こ
の
ほ
か
の
施
設
整
備
費

と
し
て
、
空
港
タ
ー
ミ
ナ
ル
内
の
商
業
施

設
な
ど
を
拡
充
す
る
た
め
の
ビ
ル
拡
張
や

搭
乗
橋
の
整
備
、
駐
車
場
の
拡
張
、
新
規

事
業
者
向
け
格
納
庫
の
設
置
な
ど
で
事

業
費
１
０
０
億
～
１
５
０
億
円
を
想
定

し
、
概
算
の
総
事
業
費
は
２
５
０
億
～

３
５
０
億
円
と
な
る
見
通
し
で
す
。

滑
走
路
延
伸
に
つ
い
て
、
市
は
１
、

８
０
０
ｍ
と
２
、０
０
０
ｍ
の
２
案
を
比

較
検
討
し
て
き
ま
し
た
。
２
、０
０
０
ｍ

な
ら
１
８
０
席
前
後
の
大
型
機
が
就
航

で
き
る
よ
う
に
な
り
ま
す
が
、
騒
音
レ

ベ
ル
も
大
き
く
な
り
ま
す
。
一
方
、
１
、

８
０
０
ｍ
の
場
合
、
空
港
敷
地
の
拡
大
が

隣
接
す
る
緑
地
の
範
囲
内
で
ほ
ぼ
収
ま
る

た
め
、
事
業
費
が
少
な
く
、
事
業
期
間
も

短
い
こ
と
か
ら
、
３
０
０
ｍ
の
延
伸
を
国

に
要
望
す
る
考
え
で
す
。

滑走路延伸のイメージ
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札
幌
市
環
境
局
は
、
西
区
の
発
寒
清
掃

工
場
の
更
新
を
計
画
し
て
い
ま
す
。
隣
接

す
る
西
清
掃
事
務
所
が
移
転
し
た
後
、
そ

の
跡
地
で
建
て
替
え
を
検
討
し
て
い
ま

す
。
石
狩
市
、
当
別
町
と
協
議
を
進
め
る

広
域
処
理
が
実
現
し
た
場
合
、
１
日
当

た
り
の
処
理
能
力
は
現
在
よ
り
も
40
ｔ

上
回
る
６
４
０
ｔ
と
な
る
見
込
み
で
す
。

２
０
２
２
年
度
は
、
基
本
構
想
策
定
と
環

境
影
響
評
価
配
慮
書
作
成
を
進
め
て
い
ま

す
。27
年
度
に
も
新
工
場
建
設
に
着
工
し
、

32
年
度
の
稼
働
を
目
指
し
ま
す
。

西
区
発
寒
15
条
14
丁
目
１
の
１
に
あ

る
発
寒
清
掃
工
場
は
、
施
設
の
規
模
が

鉄
骨
鉄
筋
コ
ン
ク
リ
ー
ト
一
部
鉄
骨

造
、
地
下
２
階
地
上
６
階
、
延
べ
床
面
積

２
３
、６
９
１
㎡
で
、
１
日
当
た
り
の
焼

却
能
力
は
６
０
０
ｔ
で
す
。
１
９
９
２
年

11
月
に
竣
工
し
、
ご
み
焼
却
施
設
の
一
般

的
な
耐
用
年
数
と
さ
れ
る
稼
働
か
ら
30
年

が
迫
り
、
こ
れ
以
上
の
延
命
化
は
難
し
い

た
め
、
建
て
替
え
を
計
画
し
て
い
ま
す
。

新
工
場
の
稼
働
を
予
定
す
る
32
年
度
の

ご
み
焼
却
見
込
み
量
は
、
市
全
体
で
約

40
万
ｔ
で
、
駒
岡
、
白
石
の
２
工
場
で
は

全
量
を
焼
却
で
き
な
い
た
め
、
発
寒
清
掃

工
場
を
更
新
し
て
３
工
場
体
制
を
維
持
し

ま
す
。
ま
た
、
定
期
整
備
や
プ
ラ
ン
ト
設

備
の
故
障
停
止
な
ど
の
事
態
に
は
残
る
２

工
場
で
安
定
し
た
ご
み
処
理
が
維
持
で
き

ま
す
。

同
工
場
は
、
市
内
北
西
部
に
位
置
し
、

東
部
に
白
石
清
掃
工
場
、
南
部
に
は
駒
岡

清
掃
工
場
が
あ
る
と
い
う
収
集
運
搬
効
率

の
観
点
か
ら
も
現
状
の
配
置
を
維
持
す
る

た
め
、
隣
接
地
の
西
区
発
寒
15
条
14
丁
目

２
の
１
で
更
新
す
る
方
針
で
す
。

更
新
場
所
は
、
西
清
掃
事
務
所
の
敷

地
と
市
道
用
地
を
合
わ
せ
た
約
１
２
，

０
０
０
㎡
を
想
定
し
、
西
清
掃
事
務
所
の

移
転
改
築
は
２
０
２
５
年
度
に
終
え
、
26

年
度
に
既
存
の
清
掃
事
務
所
を
解
体
し
、

市
道
も
廃
止
し
て
新
工
場
着
工
に
備
え
る

考
え
で
す
。

２
０
２
２
年
度
は
基
本
構
想
を
策
定

し
、
環
境
影
響
評
価
に
向
け
た
配
慮
書
を

作
成
し
ま
す
。
基
本
構
想
策
定
業
務
は
建

設
技
術
研
究
所
（
本
社
・
東
京
）、
環
境

影
響
評
価
配
慮
書
作
成
業
務
は
エ
ヌ
エ
ス

環
境
（
同
）
に
外
注
し
て
い
ま
す
。

２
０
２
３
年
度
か
ら
は
基
本
計
画
策
定

に
着
手
し
、
並
行
し
て
環
境
影
響
評
価
の

ほ
か
、
民
間
の
ノ
ウ
ハ
ウ
を
活
用
す
る
た

め
の
Ｐ
Ｐ
Ｐ
／
Ｐ
Ｆ
Ｉ
導
入
可
能
性
調
査

を
進
め
ま
す
。
そ
の
後
、
基
本
・
実
施
設

計
を
経
て
、
27
年
度
に
も
着
工
し
、
工
期

に
は
５
か
年
を
見
込
ん
で
い
ま
す
。

２
０
３
２
年
度
の
新
工
場
稼
働
後
、
現

工
場
の
解
体
を
３
年
程
度
で
進
め
る
予
定

で
す
。

新
工
場
で
は
、
石
狩
市
と
当
別
町
か
ら

可
燃
ご
み
を
受
け
入
れ
る
広
域
処
理
を
検

討
し
て
い
ま
す
。
１
日
当
た
り
の
処
理
能

力
と
し
て
、
札
幌
市
分
が
５
６
０
ｔ
、
石

狩
市
・
当
別
町
分
が
80
ｔ
の
計
６
４
０
ｔ

を
想
定
し
て
い
ま
す
。

将
来
的
に
は
、
資
源
化
施
設
や
埋
立
地

な
ど
の
ご
み
処
理
施
設
を
石
狩
市
や
当
別

町
に
設
置
す
る
な
ど
、
相
互
協
力
に
よ
る

ご
み
処
理
体
制
も
視
野
に
入
れ
て
い
ま

す
。

発
寒
清
掃
工
場
を
更
新
へ

現
在
地
の
北
隣　

西
清
掃
事
務
所
移
転
後
に

移転予定の西清掃事務所（写真手前）と更新を計画する発寒清掃工場（同奥）
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札
幌
市
教
育
委
員
会
は
、
市
内
３
校
目

の
小
中
一
貫
校
と
し
て
南
区
で
計
画
す
る

真
駒
内
地
区
義
務
教
育
学
校
新
築
の
基
本

設
計
に
着
手
し
て
い
ま
す
。
真
駒
内
桜
山

小
学
校
の
敷
地
内
に
延
べ
床
面
積
１
万
㎡

を
超
え
る
校
舎
棟
を
新
築
す
る
ほ
か
、
第

２
屋
内
運
動
場
も
新
築
、
同
小
南
側
に
あ

る
用
地
に
は
第
２
グ
ラ
ウ
ン
ド
を
整
備
す

る
計
画
で
す
。
２
０
２
３
年
度
内
に
実
施

設
計
を
終
え
、
24
年
３
月
ご
ろ
か
ら
第
２

グ
ラ
ウ
ン
ド
造
成
に
着
工
、
同
10
月
か
ら

校
舎
棟
な
ど
に
着
工
す
る
予
定
で
す
。
26

年
４
月
の
開
校
を
目
指
し
て
い
ま
す
。

真
駒
内
地
区
義
務
教
育
学
校
は
、
真
駒

内
桜
山
小
学
校
と
真
駒
内
中
学
校
を
再
編

し
て
、
校
舎
な
ど
を
一
体
的
に
整
備
し
て

小
中
一
貫
教
育
を
推
進
す
る
も
の
で
す
。

市
内
で
は
、
２
０
２
３
年
度
に
開
校
す
る

福
移
学
園
（
東
区
）
が
義
務
教
育
学
校
の

第
１
号
で
、
25
年
度
開
校
予
定
の
定
山
渓

地
区
（
南
区
）
が
続
き
、
真
駒
内
地
区
は

３
校
目
と
な
る
見
込
み
で
す

南
区
真
駒
内
泉
町
３
丁
目
13
の
１
に
あ

る
真
駒
内
桜
山
小
の
校
舎
は
１
９
６
６
年

建
設
で
、
同
真
駒
内
幸
町
３
丁
目
１
の
１

に
所
在
す
る
真
駒
内
中
の
校
舎
も
67
年
建

設
と
、
と
も
に
築
50
年
以
上
が
経
過
し
て

い
ま
す
。

両
校
の
校
区
は
ほ
ぼ
一
致
し
て
い

て
、
真
駒
内
桜
山
小
が
校
区
の
中
心
に
近

い
た
め
、真
駒
内
中
を
移
転
さ
せ
、面
積

２
１
、６
４
８
㎡
の
同
小
敷
地
内
に
小
中

９
年
間
通
う
新
校
舎
な
ど
を
整
備
し
ま

す
。新

校
舎
な
ど
の
建
築
設
計
は
都
市
設
計

研
究
所（
本
社
・
札
幌
）、設
備
設
計
は
ビ
ー

ゴ
ー
イ
ン
グ
（
同
）
が
担
当
し
、
基
本
設

計
に
着
手
し
て
い
ま
す
。

新
校
舎
は
、
延
べ
約
１
０
、
３
０
０

㎡
の
規
模
で
計
画
し
、
こ
の
う
ち
延
べ

３
７
０
㎡
が
給
食
室
、
延
べ
４
５
０
㎡
が

軽
運
動
の
で
き
る
多
目
的
ホ
ー
ル
を
備
え

た
児
童
会
館
と
な
り
ま
す
。
普
通
教
室
が

24
室
、
特
別
支
援
学
習
室
４
室
、
特
別
教

室
16
室
な
ど
を
計
画
し
て
い
ま
す
。

屋
内
運
動
場
は
、
１
９
９
６
年
に
建
設

し
た
真
駒
内
桜
山
小
の
既
存
施
設
を
利
用

す
る
ほ
か
、延
べ
約
１
、０
０
０
㎡
の
第
２

屋
内
運
動
場
新
築
も
検
討
し
て
い
ま
す
。

真
駒
内
桜
山
小
の
筋
向
か
い
に
あ
る

北
海
道
警
察
の
官
舎
だ
っ
た
敷
地
５
、

８
７
０
㎡
に
は
、
第
２
グ
ラ
ウ
ン
ド
を
整

備
す
る
計
画
で
す
。

２
０
２
３
年
度
内
に
実
施
設
計
を
完
了

し
、
24
年
３
月
か
ら
９
月
に
か
け
て
第
２

グ
ラ
ウ
ン
ド
を
造
成
、
10
月
か
ら
校
舎
棟

な
ど
に
着
工
し
、
25
年
度
末
ま
で
に
完
成

さ
せ
、26
年
４
月
の
開
校
を
目
指
し
ま
す
。

仮
設
校
舎
は
使
用
し
な
い
計
画
の
た
め
、

開
校
後
に
既
存
校
舎
を
解
体
し
、
第
１
グ

ラ
ウ
ン
ド
を
整
備
す
る
ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル
を

描
い
て
い
ま
す
。

総
事
業
費
は
約
46
億
円
を
見
込
ん
で
い

ま
す
。

真
駒
内
地
区
義
務
教
育
学
校
新
築

新
校
舎
は
延
べ
１
万
㎡
超
に

２
０
２
６
年
度
開
校
へ

真駒内地区義務教育学校を新築する
真駒内桜山小学校

屋内運動場（写真右側）は継続利用を検討



7

KISETSU  Vol．4 （2022年10月号） 

北
海
道
開
発
局
と
札
幌
市
は
８
月
に

「
道
路
除
排
雪
に
関
す
る
協
定
」
を
締
結

し
ま
し
た
。
大
雪
に
備
え
、
事
前
に
幹
線

道
路
網
の
除
排
雪
実
施
方
針
や
雪
堆
積
場

の
相
互
利
用
な
ど
を
両
者
間
で
調
整
し
て

お
く
こ
と
で
、
迅
速
な
道
路
除
排
雪
を
実

現
し
、
大
雪
に
よ
る
市
民
生
活
や
社
会
経

済
活
動
の
影
響
を
未
然
に
防
止
す
る
こ
と

を
目
指
し
て
い
ま
す
。

開
発
局
は
、
札
幌
市
内
で
国
道
９
路

線
、
延
べ
１
５
２
㎞
の
除
排
雪
を
行
う
ほ

か
、
11
か
所
の
雪
堆
積
場
を
確
保
し
て
い

ま
す
。
札
幌
市
は
道
道
、
市
道
で
延
べ
約

５
、４
０
０
㎞
、
雪
堆
積
場
は
約
75
カ
所

を
管
理
し
て
い
ま
す
。

札
幌
市
内
は
今
年
２
月
、
１
９
９
９
年

の
統
計
開
始
以
来
1
位
と
な
っ
た
24
時
間

で
60
㎝
に
達
す
る
降
雪
な
ど
記
録
的
な
大

雪
に
よ
り
、
公
共
交
通
機
関
の
運
休
や
交

通
渋
滞
の
発
生
、
道
路
除
排
雪
の
大
幅
な

遅
れ
な
ど
、
社
会
経
済
活
動
に
大
き
な
影

響
が
出
ま
し
た
。
開
発
局
は
、
市
内
の
国

道
で
平
年
の
約
２
倍
の
除
雪
機
械
を
稼
働

さ
せ
、
車
道
幅
員
の
確
保
を
最
優
先
に
拡

幅
除
雪
を
推
進
。
市
に
対
し
て
は
、
河
川

敷
地
に
あ
る
雪
堆
積
場
の
嵩か

さ

上
げ
を
認

め
、
ダ
ン
プ
ト
ラ
ッ
ク
を
派
遣
す
る
な
ど

の
支
援
を
実
施
し
ま
し
た
。

こ
う
し
た
経
験
を
踏
ま
え
、
開
発
局
と

市
が
連
携
強
化
を
図
り
、
市
民
生
活
な
ど

へ
の
影
響
を
未
然
に
防
ぐ
、
ま
た
は
最
小

限
に
抑
え
る
こ
と
を
目
的
に
同
協
定
が
締

結
さ
れ
ま
し
た
。

協
定
で
は
、
ま
ず
効
率
的
な
除
排
雪
を

実
施
す
る
た
め
、
除
排
雪
作
業
の
進
捗
状

況
や
雪
堆
積
場
な
ど
に
関
す
る
情
報
の
随

時
共
有
、
幹
線
道
路
交
差
部
の
除
排
雪
に

関
す
る
連
携
、
河
川
敷
地
や
公
園
な
ど
公

共
用
地
の
柔
軟
な
活
用
に
よ
る
雪
堆
積
場

な
ど
の
確
保
に
関
す
る
連
絡
・
調
整
、
雪

堆
積
場
の
相
互
利
用
に
関
す
る
調
整
を
行

い
ま
す
。

大
雪
時
に
お
け
る
道
路
交
通
の
確
保
で

は
、
幹
線
道
路
網
の
機
能
維
持
に
向
け
た

除
排
雪
作
業
の
実
施
方
針
に
関
す
る
調

整
、
河
川
敷
地
の
雪
堆
積
場
の
嵩
上
げ
を

実
施
。
新
た
に
確
保
し
た
雪
堆
積
場
の
相

互
利
用
に
関
す
る
調
整
、
稼
働
状
況
を
踏

ま
え
た
除
排
雪
機
械
や
ダ
ン
プ
ト
ラ
ッ
ク

の
派
遣
に
も
取
り
組
み
ま
す
。こ
の
ほ
か
、

除
排
雪
作
業
を
効
率
化
す
る
た
め
の
新
技

術
や
新
た
な
取
り
組
み
な
ど
の
情
報
共
有

と
推
進
も
、
協
定
項
目
に
盛
り
込
ん
で
い

ま
す
。

札
幌
第
1
合
同
庁
舎
で
開
い
た
締
結
式

で
協
定
書
に
サ
イ
ン
し
た
後
、
石
塚
宗
司

開
発
局
長
は
「
平
時
か
ら
の
連
携
強
化
と

併
せ
、
大
雪
時
に
備
え
た
準
備
を
進
め
て

い
き
ま
す
。
昨
シ
ー
ズ
ン
に
試
行
し
た
河

川
敷
地
の
雪
堆
積
場
の
嵩
上
げ
、
ダ
ン
プ

ト
ラ
ッ
ク
の
支
援
調
整
を
明
確
に
す
る
な

ど
、
災
害
時
の
防
災
行
動
に
つ
い
て
時
系

列
に
整
理
し
た
上
で
、
互
い
が
持
つ
資
機

材
や
人
材
を
活
用
し
な
が
ら
、
連
携
体
制

を
よ
り
強
化
、
充
実
さ
せ
て
い
き
た
い
」

と
協
定
の
趣
旨
を
説
明
し
ま
し
た
。

秋
元
克
広
市
長
は
「
こ
れ
ほ
ど
短
時
間

に
集
中
し
た
雪
の
降
り
方
は
こ
れ
ま
で
に

あ
り
ま
せ
ん
で
し
た
が
、
今
後
も
あ
り
得

る
と
想
定
し
、
い
ろ
い
ろ
な
フ
ェ
ー
ズ
に

合
わ
せ
た
協
力
関
係
を
強
め
て
、
市
民
生

活
の
安
全
・
安
心
を
守
る
除
排
雪
事
業
に

取
り
組
み
ま
す
」
と
述
べ
ま
し
た
。

開
発
局
と
札
幌
市
が
除
排
雪
の
連
携
協
定
締
結

豪
雪
経
験
踏
ま
え
、
的
確
な
連
携
で
影
響
を
未
然
防
止

補助金を活用した施設整備の工期延長や
繰越制度活用を要望しました
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札
幌
市
は
、
大
雪
時
の
道
路
除
排
雪
に

関
す
る
対
応
策
を
ま
と
め
ま
し
た
。
積
雪

の
深
さ
や
排
雪
作
業
の
進
捗
状
況
な
ど
に

応
じ
た
対
策
を
示
し
、
最
も
危
機
的
な
局

面
と
な
る
「
フ
ェ
ー
ズ
３
」
の
時
に
は
、

官
民
で
行
う
生
活
道
路
の
パ
ー
ト
ナ
ー

シ
ッ
プ
（
Ｐ
Ｓ
）
排
雪
を
中
止
し
、
市
が

生
活
道
路
の
緊
急
排
雪
を
実
施
す
る
と
と

も
に
、
緊
急
用
雪
堆
積
場
の
開
設
や
河
川

敷
地
雪
堆
積
場
の
嵩
上
げ
な
ど
で
運
搬
排

雪
の
効
率
を
高
め
て
、
早
期
の
道
幅
確
保

を
図
り
ま
す
。

昨
冬
の
大
雪
を
検
証
し
、
道
路
交
通
機

能
を
確
保
す
る
た
め
の
対
策
を
整
理
し
ま

し
た
。
２
０
２
２
年
度
か
ら
は
、
市
が
設

置
す
る
雪
害
対
策
実
施
本
部
の
判
断
で
、

大
雪
の
状
況
を
３
段
階
に
区
分
し
、
道
路

除
排
雪
な
ど
の
対
応
を
決
め
ま
す
。

積
雪
深
が
50
㎝
程
度
に
達
し
、
１
か
月

予
報
で
大
雪
が
見
込
ま
れ
る
と
い
っ
た
時

は
「
フ
ェ
ー
ズ
１
」
と
し
て
、
運
搬
排
雪

の
前
倒
し
や
強
化
に
取
り
組
み
ま
す
。

具
体
的
に
は
、
幹
線
道
路
の
運
搬
排
雪

を
前
倒
し
で
実
施
し
、
道
幅
10
ｍ
未
満
の

生
活
道
路
で
は
Ｐ
Ｓ
排
雪
の
前
倒
し
も
検

討
し
ま
す
。
通
常
な
ら
路
肩
に
雪
堤
を
一

部
残
す
排
雪
作
業
も
、
残
ら
ず
取
り
除
く

よ
う
排
雪
を
強
化
し
ま
す
。

一
部
の
区
で
、
１
月
以
降
の
除
排
雪
作

業
が
遅
れ
、
気
象
状
況
の
悪
化
が
予
想
さ

れ
る
な
ど
、
例
年
よ
り
Ｐ
Ｓ
排
雪
の
遅
れ

が
見
込
ま
れ
る
場
合
は
「
フ
ェ
ー
ズ
２
」

と
し
て
、
局
地
的
な
大
雪
に
対
応
し
た
体

制
強
化
を
図
り
ま
す
。

排
雪
作
業
は
、
他
区
の
マ
ル
チ
除
雪
構

成
員
に
よ
る
応
援
を
実
施
す
る
ほ
か
、
関

係
団
体
な
ど
に
も
応
援
を
要
請
し
ま
す
。　

雪
堆
積
場
で
は
、
緊
急
用
雪
堆
積
場
を

開
設
す
る
ほ
か
、
開
発
局
な
ど
他
の
道
路

管
理
者
と
の
相
互
利
用
に
も
取
り
組
み
ま

す
。半

数
以
上
の
区
で
「
フ
ェ
ー
ズ
２
」
の

よ
う
な
状
況
に
な
る
と
、「
フ
ェ
ー
ズ
３
」

に
移
行
し
ま
す
。

排
雪
作
業
は
、
地
域
住
民
に
費
用
負
担

を
求
め
、
計
画
的
に
実
施
す
る
Ｐ
Ｓ
排
雪

を
中
止
し
、
市
が
生
活
道
路
を
「
幹
」
と

「
枝
」
に
区
分
し
て
、
効
率
的
な
緊
急
排

雪
を
実
施
し
ま
す
。「
幹
」
で
は
緊
急
車

両
や
ご
み
収
集
車
な
ど
が
走
行
で
き
る
道

幅
を
確
保
し
、「
枝
」
で
は
車
の
走
行
に

支
障
の
な
い
程
度
に
除
排
雪
を
実
施
し
ま

す
。

こ
れ
ら
の
作
業
に
は
、
担
当
エ
リ
ア
の

作
業
が
完
了
し
た
マ
ル
チ
除
雪
構
成
員
が

応
援
に
入
る
ほ
か
、
関
係
機
関
・
団
体
に

も
応
援
を
要
請
し
ま
す
。

雪
堆
積
場
は
、
緊
急
用
雪
堆
積
場
を
開

設
し
、
河
川
敷
雪
堆
積
場
の
嵩
上
げ
、
融

雪
施
設
の
稼
働
期
間
延
長
な
ど
を
実
施
し

ま
す
。

ま
た
、
雪
堆
積
場
に
関
し
て
は
、
河
川

敷
地
や
公
園
な
ど
の
公
共
用
地
を
こ
れ
ま

で
以
上
に
活
用
し
て
、
受
け
入
れ
用
容
量

な
ど
の
拡
充
に
取
り
組
む
と
と
も
に
、
緊

急
用
雪
堆
積
場
を
速
や
か
に
開
設
で
き
る

よ
う
、
候
補
地
の
土
地
所
有
者
と

の
協
議
や
図
面
作
成
な
ど
を
事
前

に
進
め
る
こ
と
と
し
て
い
ま
す
。

民
間
の
排
雪
を
搬
入
で
き
る
「
一

般
受
け
入
れ
雪
堆
積
場
」
に
つ
い

て
は
、
中
央
・
白
石
・
厚
別
・
豊
平
・

清
田
・
南
の
６
区
を
「
南
ブ
ロ
ッ

ク
」、
北
・
東
・
西
・
手
稲
の
４
区

を
「
北
ブ
ロ
ッ
ク
」
と
し
、
ブ
ロ
ッ

ク
ご
と
の
搬
入
率
を
目
安
に
、
緊

急
用
雪
堆
積
場
の
開
設
な
ど
を
判

断
し
ま
す
。

大
雪
対
応
方
針
で
生
活
道
路
の
緊
急
除
排
雪
、

河
川
敷
雪
堆
積
場
の
嵩か

さ

上
げ
な
ど
実
施
を
明
確
に
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建
設
や
運
輸
、
福
祉
な
ど
の
業
界
で
人

手
不
足
が
叫
ば
れ
て
久
し
い
一
方
で
、
デ

ジ
タ
ル
化
の
急
速
な
進
展
に
伴
う
変
化
へ

の
対
応
を
迫
ら
れ
る
職
種
も
あ
り
ま
す
。

雇
用
環
境
が
大
き
く
変
わ
る
中
、
労
働
者

が
専
門
知
識
を
得
る
、
必
要
な
技
術
を
身

に
付
け
る
と
い
っ
た
機
会
が
重
要
に
な
っ

て
い
ま
す
。
そ
こ
で
注
目
が
高
ま
り
つ
つ

あ
る
の
が
社
会
人
の
「
学
び
直
し
」
で
す
。

国
な
ど
の
調
査
・
統
計
デ
ー
タ
を
基
に
、

道
銀
地
域
総
合
研
究
所
（
本
社
・
札
幌
）

が
分
析
し
て
い
ま
す
。

２
０
２
２
年
６
月
に
公
表
さ
れ
た
政
府

の
「
骨
太
方
針
２
０
２
２
」
で
は
、
重
点

投
資
分
野
の
最
初
に
「
人
へ
の
投
資
」
が

記
載
さ
れ
ま
し
た
。
24
年
度
ま
で
の
３
年

間
で
４
、０
０
０
億
円
規
模
の
予
算
を
投

じ
、
職
業
訓
練
、
生
涯
教
育
の
後
押
し
を

図
り
、
働
く
人
が
自
ら
ス
キ
ル
ア
ッ
プ
す

る
た
め
の
、
学
び
直
し
（
リ
カ
レ
ン
ト
教

育
）
の
環
境
を
整
備
す
る
計
画
で
す
。

日
本
商
工
会
議
所
な
ど
に
よ
る
「
人
手

不
足
の
状
況
お
よ
び
従
業
員
へ
の
研
修
・

教
育
訓
練
に
関
す
る
調
査
」
で
は
、
人
手

不
足
へ
の
対
応
策
と
し
て
、「
正
社
員
を

増
や
す
」
と
答
え
た
企
業
の
割
合
が
72
・

３
％
で
最
多
だ
っ
た
一
方
、「
社
員
の
能

力
開
発
に
よ
る
生
産
性
向
上
」
と
回
答
し

た
企
業
も
35
・
９
％
と
２
番
目
に
多
く

な
っ
て
い
ま
す
。
企
業
独
自
の
研
修
・
教

育
訓
練
の
取
り
組
み
と
と
も
に
、
企
業
側

の
ニ
ー
ズ
を
汲
み
取
っ
た
政
策
支
援
が
い

か
に
実
行
さ
れ
る
か
、
そ
の
動
向
が
注
目

さ
れ
ま
す
。

学
び
直
し
に
関
す
る
公
的
支
援
制
度
と

し
て
、「
教
育
訓
練
給
付
」
制
度
が
あ
り

ま
す
。
同
制
度
は
雇
用
保
険
の
被
保
険
者

等
を
対
象
と
し
て
、
指
定
講
座
を
受
講
・

修
了
し
た
際
に
、
受
講
費
用
の
一
部
が
支

給
さ
れ
る
仕
組
み
で
す
。

対
象
の
教
育
訓
練
は
約
１
４
、０
０
０

講
座
も
あ
り
、
輸
送
・
機
械
分
野
の
大
型

自
動
車
運
転
免
許
、
車
両
系
建
設
機
械
運

転
技
能
講
習
な
ど
を
は
じ
め
、
情
報
分
野

の
Ｃ
Ａ
Ｄ
利
用
技
術
者
試
験
、
シ
ス
コ
技

術
者
認
定
、
医
療
・
社
会
福
祉
分
野
の
介

護
福
祉
士
、
柔
道
整
復
師
ま
で
幅
広
い
分

野
を
網
羅
し
て
い
ま
す
。

道
内
で
も
利
用
実
績
は
増
加
傾
向
で

す
。
厚
生
労
働
省
の
「
雇
用
保
険
事

業
月
報
」
に
よ
る
と
、
と
り
わ
け
看

護
師
や
保
育
士
な
ど
の
業
務
独
占
資

格
の
取
得
を
目
指
す
、
あ
る
い
は
法

科
大
学
院
な
ど
の
専
門
職
大
学
院
に

通
う
と
い
っ
た
専
門
性
の
高
い
講
座

を
対
象
と
す
る
「
専
門
実
践
教
育

訓
練
」
が
著
し
く
伸
び
て
い
ま
す
。

２
０
２
１
年
度
は
同
訓
練
の
受
給
者

が
３
、０
０
０
人
を
突
破
し
、
学
び

直
し
へ
の
関
心
の
高
ま
り
が
う
か
が

え
ま
す
。

デ
ジ
タ
ル
化
の
進
展
と
い
っ
た
近

年
の
急
速
な
環
境
変
化
に
伴
い
、
社
会
人

に
と
っ
て
は
、
新
た
な
ス
キ
ル
を
習
得
す

る
必
要
性
も
増
し
て
い
ま
す
。
そ
の
一
方

で
、
学
び
直
し
を
行
う
上
で
は
、「
時
間

的
余
裕
が
な
い
」
な
ど
さ
ま
ざ
ま
な
課
題

が
挙
げ
ら
れ
、
そ
れ
ら
を
ど
う
克
服
し
て

い
く
か
も
重
要
で
す
。
学
び
直
し
を
通
じ

て
、
中
長
期
的
な
視
点
で
個
人
が
働
き
が

い
を
高
め
、
組
織
の
パ
フ
ォ
ー
マ
ン
ス
向

上
に
繋
が
る
好
循
環
の
創
出
が
期
待
さ
れ

ま
す
。

社
会
人
の
「
学
び
直
し
」
に
関
心
高
ま
る

道
内
は
専
門
実
践
教
育
訓
練
が
増
加
傾
向

道
銀
総
研
が
分
析
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北
海
道
開
発
局
と
室
蘭
開
発
建
設
部
は

９
月
２
日
、
北
海
道
胆
振
東
部
地
震
の
発

生
に
よ
っ
て
被
災
し
た
国
所
管
施
設
な
ど

の
復
旧
に
関
す
る
現
地
説
明
会
を
開
催
し

ま
し
た
。
公
開
し
た
の
は
厚
真
川
水
系
直

轄
砂
防
事
業
の
日
高
幌
内
川
と
厚
真
ダ

ム
。
２
０
１
８
年
９
月
６
日
の
巨
大
地
震

に
よ
り
、
多
く
の
公
共
施
設
が
破
壊
さ
れ

ま
し
た
が
、
発
生
直
後
か
ら
、
室
蘭
開
建

と
建
設
業
者
が
一
体
と
な
っ
て
緊
急
復
旧

を
進
め
、
河
川
や
道
路
な
ど
で
は
復
旧
事

業
が
完
了
。
砂
防
と
農
業
施
設
の
恒
久
対

策
工
事
も
23
年
度
を
目
途
に
完
了
す
る
予

定
と
な
っ
て
い
ま
す
。

今
回
視
察
し
た
日
高
幌
内
川
は
、
知
事

の
要
請
に
よ
り
、
直
轄
事
業
と
し
て
災

害
関
連
緊
急
事
業
に
着
手
。
高
さ
４
ｍ
、

延
長
約
１
４
０
ｍ
の
砂
防
堰
堤
や
延
長

８
３
０
ｍ
の
水
路
な
ど
を
、
厳
冬
期
を
含

め
24
時
間
体
制
で
進
め
、
２
０
１
９
年
３

月
に
完
成
し
ま
し
た
。
そ
の
後
、
19
年
４

月
か
ら
は
恒
久
対
策
の
調
査
設
計
な
ど
を

進
め
、
20
年
４
月
か
ら
恒
久
対
策
工
事
を

実
施
し
て
き
ま
し
た
。

恒
久
対
策
工
と
し
て
は
、
緊
急
対
策
で

整
備
し
た
堰
堤
の
下
流
側
に
２
基
の
砂
防

堰え
ん

堤
と
渓
流
保
全
工
、
水
路
な
ど
を
整
備

し
、
２
０
２
２
年
度
ま
で
に
堰
堤
と
水
路

工
は
完
了
。
渓
流
保
全
工
は
８
割
程
度
の

進
捗
率
と
な
っ
て
い
ま
す
。

農
業
関
係
で
は
、
室
蘭
開
建
が
進
め
て

き
た
国
営
農
業
用
水
再
編
対
策
事
業
勇
払

東
部
地
区
の
厚
真
ダ
ム
や
頭
首
工
、
揚
水

機
場
に
加
え
、
用
水
路
（
導
水
路
）
12

条
、
28
・
３
㎞
な
ど
の
農
業
施
設
が
地
震

や
土
砂
崩
れ
に
よ
り
被
災
。
復
旧
総
額
は

約
４
７
８
億
円
に
達
し
ま
し
た
。

２
０
１
８
年
か
ら
応
急
工
事
を
進
め
、

厚
真
ダ
ム
に
つ
い
て
は
、
洪
水
吐
き
、
取

水
施
設
、
左
右
岸
の
法
面
な
ど
を
行
い
、

22
年
度
内
に
復
旧
工
事
を
完
了
さ
せ
ま

す
。
23
年
４
月
以
降
の
試
験
湛
水
を
経
て

供
用
を
開
始
し
ま
す
。

用
水
路
に
つ
い
て
は
、
被
災
し
た
管
の

敷
設
替
え
を
実
施
し
、
厚
幌
導
水
路
は

２
０
２
２
年
７
月
で
復
旧
が
完
了
し
ま
し

た
。
23
年
４
月
ま
で
に
全
区
域
で
用
水
が

供
給
可
能
と
な
る
予
定
で
す
。
農
業
用
施

設
が
被
災
し
た
こ
と
で
、
管
内
の
農
業
は

大
打
撃
を
受
け
ま
し
た
が
、
仮
設
水
路
や

ポ
ン
プ
な
ど
に
よ
り
暫
定
的
に
用
水
を
確

保
し
、
19
年
か
ら
営
農
を
可
能
と
し
て
い

ま
す
。

三
宅
洋
室
蘭
開
建
次
長
（
河
川
・
道
路

担
当
）
は
「
地
域
の
復
興
に
向
け
、
住
民

の
方
が
安
心
し
て
生
活
を
送
る
こ
と
が
で

き
る
、
そ
う
し
た
基
盤
を
整
え
て
い
く
こ

と
が
非
常
に
重
要
だ
と
考
え
て
い
る
。
完

成
に
向
け
て
し
っ
か
り
と
事
業
を
進
め
て

い
き
た
い
」
と
話
し
て
い
ま
す
。

砂
防
と
農
業
施
設
の
恒
久
対
策

23
年
度
に
も
完
了 

胆
振
東
部
地
震
で
被
災

開
発
局
と
室
蘭
開
建
が
現
地
説
明
会 

日
高
幌
内
川
な
ど
を
見
学

復旧工事の概要を報道関係者に説明した

復旧が進む厚真ダム（2022 年 8月）
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北
海
道
開
発
局
営
繕
部
は
、
２
０
２
３

年
度
に
札
幌
第
４
地
方
合
同
庁
舎
新
営
の

着
工
を
予
定
し
て
い
ま
す
。
現
在
、
有
識

者
ら
に
よ
る
地
域
連
携
懇
談
会
の
意
見
な

ど
を
踏
ま
え
て
梓
設
計
（
本
社
・
東
京
）

で
実
施
設
計
が
進
ん
で
い
ま
す
。
総
事
業

費
は
79
億
円
。
近
年
資
材
価
格
が
高
騰
し

て
い
る
こ
と
も
踏
ま
え
て
、
最
新
の
単
価

を
採
用
し
つ
つ
、
工
事
発
注
後
の
価
格
変

動
に
は
各
ス
ラ
イ
ド
条
項
を
活
用
し
設
計

変
更
で
対
応
し
ま
す
。

同
庁
舎
新
築
は
２
０
２
０
年
度
の
官
庁

営
繕
事
業
の
新
規
事
業
採
択
時
評
価
で
21

年
度
当
初
予
算
で
の
採
択
が
「
妥
当
」
と

判
断
さ
れ
た
こ
と
を
受
け
て
ス
タ
ー
ト
し

ま
し
た
。
現
時
点
で
の
規
模
は
鉄
骨
鉄
筋

コ
ン
ク
リ
ー
ト
造
11
階
、
延
べ
床
面
積
約

１
４
、０
７
６
㎡
。
建
設
地
は
中
央
区
北

２
条
西
19
丁
目
に
あ
る
札
幌
開
発
建
設
部

の
敷
地
内
で
、
札
幌
開
建
が
入
居
し
て
い

る
庁
舎
の
南
側
に
あ
る
車
庫
な
ど
を
解
体

し
て
建
設
し
ま
す
。
総
事
業
費
に
は
約

79
億
円
を
投
じ
、
22
年
度
は
基
本
・
実
施

設
計
費
と
し
て
約
２
億
６
、０
０
０
万
円

を
見
込
ん
で
い
ま
す
。

入
居
官
庁
と
し
て
は
、
北
海
道
農
政
事

務
所
の
本
所
（
中
央
区
南
22
条
西
６
丁
目

２
の
22
）
と
白
石
庁
舎
（
白
石
区
平
和
通

２
丁
目
北
21
の
５
）
の
ほ
か
、
中
央
区
大

通
西
10
丁
目
の
札
幌
第
２
地
方
合
同
庁
舎

内
に
あ
る
北
海
道
運
輸
局
の
２
官
署
、
３

施
設
を
集
約
し
ま
す
。

現
状
は
、
各
施
設
と
も
災
害
応
急
対
策

活
動
に
必
要
な
耐
震
性
能
を
満
た
さ
ず
、

農
政
事
務
所
は
分
散
配
置
に
よ
り
業
務
に

支
障
が
出
て
い
て
、
運
輸
局
は
組
織

改
編
な
ど
に
伴
っ
て
手
狭
に
な
っ
て

い
ま
す
。
官
庁
営
繕
事
業
の
新
規
事

業
採
択
時
評
価
で
は
、
事
業
計
画
の

必
要
性
・
合
理
性
・
効
果
を
数
値
化

し
、
全
て
の
指
標
が
事
業
化
に
必
要

な
数
値
を
上
回
り
、
計
画
の
妥
当
性

が
確
認
さ
れ
て
い
ま
す
。

ま
た
、
新
規
事
業
化
後
は
、
北
海

道
科
学
大
工
学
部
都
市
環
境
学
科
の

石
田
眞
二
教
授
を
座
長
と
す
る
地
域

連
携
懇
談
会
を
３
回
開
催
。
近
接
し

た
近
代
美
術
館
・
知
事
公
館
な
ど
緑
に
包

ま
れ
た
自
然
の
豊
か
さ
を
生
か
し
た
回
遊

性
や
、
構
内
や
庁
舎
へ
の
ア
ー
ト
に
触
れ

ら
れ
る「
小
さ
な
美
術
館
」の
展
開
構
想
な

ど
に
つ
い
て
意
見
交
換
が
行
わ
れ
、
実
施

設
計
な
ど
で
検
討
を
進
め
る
予
定
で
す
。

同
部
で
は
、「
着
工
に
際
し
て
は
、
近

年
資
材
価
格
が
高
騰
し
て
い
る
こ
と
も
踏

ま
え
て
、
最
新
の
単
価
を
採
用
し
つ
つ
、

工
事
発
注
後
の
価
格
変
動
に
は
各
ス
ラ
イ

ド
条
項
を
活
用
し
設
計
変
更
に
て
対
応
し

た
い
」
と
話
し
て
い
ま
す
。

札
幌
第
4
地
方
合
同
庁
舎
、
来
年
度
着
工
を
計
画

総
事
業
費
79
億
円　

発
注
後
の
価
格
変
動
は
ス
ラ
イ
ド
条
項
な
ど
で
対
応

新庁舎の完成イメージ図（北東側から）

南側上空から見下ろした敷地
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国
土
交
通
省
北
海
道
局
は
８
月
25
日
、

２
０
２
３
年
度
北
海
道
開
発
予
算
の
概
算

要
求
を
発
表
し
ま
し
た
。
国
の
一
般
公
共

事
業
費
に
相
当
す
る
北
海
道
開
発
事
業
費

は
、
国
費
ベ
ー
ス
で
22
年
度
比
19
・
３
％

増
の
６
、６
６
９
億
円
。
22
年
度
要
求
額

の
伸
び
率
（
21
・
１
％
増
）
に
は
及
び
ま

せ
ん
が
、
引
き
続
き
大
幅
な
伸
び
と
な
り

ま
し
た
。

伸
び
率
が
２
割
近
く
に
な
っ
た
の
は
、

概
算
要
求
基
準
で
、
裁
量
的
経
費
削
減
分

の
３
倍
ま
で
要
求
で
き
る
「
重
要
政
策
推

進
枠
」
が
設
け
ら
れ
た
た
め
で
す
。
こ
の

枠
に
は
１
、６
５
４
億
円
を
積
み
上
げ
て

い
ま
す
。

事
業
別
で
は
森
林
整
備
で
48
・
５
％
増
、

防
災
･
安
全
交
付
金
25
・
６
％
増
、
道
路

整
備
も
19
・
９
％
増
と
高
い
伸
び
を
確
保

し
て
い
ま
す
。
２
０
２
１
年
度
に
閣
議
決

定
し
た
「
防
災
･
減
災
、
国
土
強
靱
化
の

た
め
の
５
か
年
加
速
化
対
策
」
は
、
所
用

費
用
を
盛
り
込
ま
な
い
「
事
項
要
求
」
と

し
て
い
ま
す
。

北
海
道
開
発
計
画
推
進
費
等
経
費
な
ど

を
含
め
た
北
海
道
開
発
予
算
の
要
求
額

は
、
２
０
２
２
年
度
比
19
・
１
％
増
の
６
、

７
９
０
億
円
。
北
海
道
開
発
事
業
費
は
、

事
業
費
ベ
ー
ス
で
見
る
と
19
％
増
の
８
、

３
７
３
億
円
に
上
り
ま
す
。
要
求
･
要
望

の
重
点
事
項
と
し
て
は
①
生
産
空
間
の
維

持
･
発
展
に
よ
る
食
料
安
全
保
障
、
観
光

振
興
へ
の
貢
献
②
日
本
海
溝
･
千
島
海
溝

沿
い
の
巨
大
地
震
を
含
む
国
土
強
靭
化
の

推
進
③
ゼ
ロ
カ
ー
ボ
ン
北
海
道
の
実
現
―

な
ど
を
挙
げ
て
い
ま
す
。

事
業
別
に
見
る
と
、
治
水
は
18
・
６
％

増
の
１
、１
２
３
億
円
。
激
甚
化
･
多
様

化
す
る
災
害
へ
の
対
応
と
国
土
強
靱
化
の

取
り
組
み
と
し
て
、
流
域
治
水
プ
ロ
ジ
ェ

ク
ト
の
推
進
を
掲
げ
、河
川
整
備
や
ダ
ム
、

遊
水
地
、
砂
防
施
設
の
建
設
な
ど
を
進
め

ま
す
。
ダ
ム
に
関
し
て
は
、
雨
竜
川
ダ
ム

再
生
事
業
に
着
工
す
る
ほ
か
、
三
笠
ぽ
ん

べ
つ
の
本
体
工
を
推
進
し
ま
す
。

道
路
は
道
路
環
境
整
備
と
合
わ
せ
て

19
・
７
％
増
の
２
、９
２
９
億
円
を
積
み

上
げ
て
い
ま
す
。
分
散
型
国
づ
く
り
や
サ

プ
ラ
イ
チ
ェ
ー
ン
強
化
を
先
導
す
る
交
通

ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
整
備
と
し
て
、札
幌
都
心
部

へ
の
ア
ク
セ
ス
道
路（
創
成
川
通
）の
整
備

を
推
進
す
る
ほ
か
、
観
光
地
や
空
港
へ
の

定
時
性
･
速
達
性
を
向
上
さ
せ
る
高
規
格

道
路
整
備
に
取
り
組
み
ま
す
。
国
土
強
靱

化
関
連
で
は
、災
害
か
ら
の
迅
速
な
復
旧

を
支
え
る
た
め「
道
路
の
５
か
年
対
策
プ

ロ
グ
ラ
ム
」に
基
づ
き
、２
０
２
３
年
以
降

に
開
通
を
予
定
し
て
い
る
15
区
間
の
整
備

促
進
を
図
り
ま
す
。
橋
梁
や
ト
ン
ネ
ル
な

ど
の
老
朽
化
対
策
で
は
事
後
保
全
か
ら
予

防
保
全
へ
の
転
換
を
本
格
化
さ
せ
ま
す
。

港
湾
の
要
求
額
は
17
・
９
％
増
の

２
０
５
億
円
。
食
の
高
付
加
価
値
化
を
支

え
る
物
流
機
能
強
化
と
し
て
、
２
０
２
１

年
度
に
新
規
事
業
化
し
た
苫
小
牧
港
東
港

区
浜
厚
真
地
区
で
複
合
一
貫
輸
送
タ
ー
ミ

ナ
ル
整
備
を
進
め
ま
す
。
空
港
で
は
新
千

歳
空
港
で
誘
導
路
の
複
線
化
な
ど
推
進

し
ま
す
。
農
業
農
村
は
19
・
２
％
増
の

９
４
７
億
円
を
要
求
し
て
い
ま
す
。
食
料

供
給
力
強
化
に
向
け
、
農
地
の
大
区
画
や

地
下
か
ん
が
い
整
備
、
ス
マ
ー
ト
農
業
の

推
進
な
ど
を
挙
げ
て
い
ま
す
。
道
や
札
幌

市
な
ど
の
市
町
村
が
事
業
主
体
と
な
る
交

付
金
の
う
ち
、
防
災
･
安
全
交
付
金
は

25
・
６
％
増
の
３
８
９
億
円
。日
本
海
溝
･

千
島
海
溝
地
震
対
策
特
別
措
置
法
の
改
正

を
受
け
て
、津
波
避
難
タ
ワ
ー
整
備
な
ど
、

津
波
避
難
対
策
緊
急
事
業
計
画
を
実
施
す

る
自
治
体
を
支
援
し
ま
す
。

２
０
２
３
年
度
の
北
海
道
開
発
予
算
概
算
要
求

一
般
公
共
事
業
の
国
費
が
19
％
増
の
６
、６
６
９
億
円

北海道開発事業費当初および補正予算額推移（23年度は概算要求）

9,000

8,000

7,000

6,000

5,000

4,000

3,000

2,000
2013 2014 2015 2016 2017 2018 2019 2020 2021 2022 2023

当初 臨時措置 補正（単位・億円）

2,135

926

168
168

926 818 957 826 704 644

818 957 826 1,197 1,283 2,017 1,541

2,135

4,690
5,245 5,313 5,317 5,363

5,447 5,546 5,631 5,583 5,589
6,669
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札
幌
開
発
建
設
部
は
、
２
０
２
３
年
度

に
雨
竜
第
二
ダ
ム
嵩
上
げ
な
ど
の
「
雨

竜
川
ダ
ム
再
生
事
業
」
に
着
工
し
ま
す
。

総
事
業
費
に
は
４
４
９
億
円
を
試
算
し
、

こ
の
う
ち
、ダ
ム
嵩
上
げ
の
工
事
費
に
は

２
１
３
億
円
を
見
込
ん
で
い
ま
す
。
付
け

替
え
道
路
な
ど
の
工
事
を
優
先
し
、
供
用

開
始
時
期
は
34
年
度
を
予
定
し
て
い
ま

す
。雨

竜
川
ダ
ム
再
生
事
業
は
、
雨
竜
第
二

ダ
ム
の
嵩
上
げ
と
同
第
一
ダ
ム
の
洪
水
調

節
容
量
の
振
り
替
え
、
雨
竜
川
の
河
道
掘

削
な
ど
を
計
画
し
て
い
ま
す
。
総
事
業
費

は
４
４
９
億
円
を
試
算
し
、
こ
の
う
ち
、

ダ
ム
嵩
上
げ
の
工
事
費
に
は
２
１
３
億
円

を
見
込
ん
で
い
ま
す
。
費
用
対
効
果
（
Ｂ

／
Ｃ
）
算
出
に
基
づ
く
供
用
開
始
時
期
は

２
０
３
４
年
度
を
予
定
し
て
い
ま
す
。
ま

た
、
北
海
道
開
発
局
で
は
、
８
月
９
日
付

で
、
今
回
の
雨
竜
川
ダ
ム
再
生
事
業
を
含

め
た
「
雨
竜
川
河
川
整
備
計
画
」
を
変
更

し
ま
し
た
。

今
回
の
ダ
ム
再
生
事
業
で
は
、
北
電
が

管
理
す
る
既
設
の
発
電
ダ
ム
（
雨
竜
第
１

ダ
ム
･
雨
竜
第
２
ダ
ム
）
の
利
水
容
量
の

う
ち
、
予
備
放
流
水
位
以
上
の
容
量
を
洪

水
調
節
容
量
に
振
り
替
え
、
第
２
ダ
ム
の

嵩
上
げ
と
合
わ
せ
て
約
２
、５
０
０
万
㎥

の
洪
水
調
節
容
量
を
確
保
し
ま
す
。

両
ダ
ム
は
北
電
が
１
９
４
３
年
に
建

設
し
た
重
力
式
コ
ン
ク
リ
ー
ト
ダ
ム

で
す
。
こ
の
う
ち
第
２
ダ
ム
は
堤
高

35
・
７
ｍ
、
堤
長
２
３
０
ｍ
、
堤
体
積

９
万
３
、０
０
０
㎥
。
再
生
事
業
で
は
、

堤
高
を
３
・
８
ｍ
か
さ
上
げ
し
て
39
・
５

ｍ
と
し
、
総
貯
水
量
は
２
、４
１
０
万
㎥

と
な
り
ま
す
。
新
た
な
洪
水
調
節
容
量
に

対
応
す
る
た
め
、
堤
体
中
央
部
に
大
規
模

な
放
流
設
備
な
ど
も
整
備
し
ま
す
。

２
０
１
８
年
度
に
２
ダ
ム
を
対
象
と
し

た
ダ
ム
再
生
事
業
の
実
施
計
画
調
査
に
着

手
。
第
２
ダ
ム
の
堤
体
コ
ン
ク
リ
ー
ト
調

査
、
漏
水
量
調
査
、
地
下
水
位
観
測
な
ど

を
実
施
し
た
結
果
、
既
設
堤
体
を
活
用
可

能
で
あ
る
こ
と
を
確
認
し
ま
し
た
。
堤
体

基
本
形
状
は
「
同
軸
嵩
上
げ
」
と
し
ま
す
。

22
年
度
は
９
・
４
億
円
で
地
質
調
査
と
概

略
設
計
な
ど
を
進
め
て
い
ま
す
。

事
業
費
の
内
訳
は
次
の
通
り
（
金
額
･

単
位
百
万
円
）

◇�
工
事
費
３
２
、
６
８
９
▽
ダ
ム
費

２
１
、
２
６
８
＝
基
礎
掘
削
工
１
、

０
１
２
、
ボ
ー
リ
ン
グ
ク
ラ
ウ
チ
ン

グ
３
、３
３
５
、
撤
去
工
５
４
３
、
堤

体
工
３
、
３
１
４
、
放
流
設
備
１
、

４
５
４
、
附
属
設
備
８
４
０
、
雑
工
事

９
３
５
、
そ
の
他
９
、８
３
６

▽�

管
理
設
備
費
６
、７
５
８
▽
仮
設
備
費

４
、６
６
３

◇�

用
地
及
び
補
償
費
１
、２
５
３
▽
用
地

及
び
補
償
費
６
０
７
▽
補
償
工
事
費

６
４
６

◇�

間
接
経
費
７
、５
０
４
◇
工
事
諸
費
３
、

４
４
３

23
年
度
に
雨
竜
川
ダ
ム
再
生
事
業
に
着
工

雨
竜
第
二
ダ
ム
嵩か

さ

上
げ
な
ど
に
４
４
９
億
円
試
算

嵩上げ工事に着工する雨竜第二ダム

嵩上げイメージ（赤線部分）
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ま
ち
と
人
が
躍
動
す
る
札
幌
圏
。
こ
の

地
域
で
は
さ
ま
ざ
ま
な
出
来
事
と
話
題
が

提
供
さ
れ
、
そ
れ
が
人
々
の
関
心
を
集

め
、
そ
れ
が
ま
ち
全
体
の
活
気
を
呼
び
起

こ
し
て
い
ま
す
。「
さ
っ
ぽ
ろ　

ニ
ュ
ー

ス　

ア
･
ラ
･
カ
ル
ト
」
で
は
、
そ
ん
な

「
旬
な
」
話
題
を
ご
紹
介
し
ま
す
。

札
幌
市
中
央
区
南
２
条
西
２
丁
目
の
狸

小
路
商
店
街
に
、
屋
台
風
の
小
規
模
飲
食

店
が
集
積
し
た
「
狸
Ｃ
Ｏ
Ｍ
Ｉ
Ｃ
Ｈ
Ｉ
」

が
、
８
月
30
日
に
オ
ー
プ
ン
し
ま
し
た
。

札
幌
や
北
海
道
各
地
の
食
を
提
供
す
る
ほ

か
、
各
地
の
文
化
も
発
信
す
る
北
海
道
の

シ
ョ
ー
ウ
イ
ン
ド
ー
的
施
設
。
施
設
を
プ

ロ
デ
ュ
ー
ス
し
た
街
制
作
室
（
本
社
・
中

央
区
）
の
国
分
裕
正
代
表
取
締
役
は
、「
知

ら
れ
ざ
る
北
海
道
、
新
し
い
北
海
道
に
出

合
え
る
場
所
に
し
て
い
き
た
い
」
と
話
し

て
い
ま
す
。

施
設
は
、
カ
ジ
ュ
ア
ル
衣
料
専
門
店
で

狸
小
路
商
店
街
の
人
気
店
舗
だ
っ
た
「
紅

屋
」
跡
地
に
大
和
ハ
ウ
ス
工
業
（
本
社
・

大
阪
市
）
グ
ル
ー
プ
の
フ
ジ
タ
（
同
・
東

京
）
が
建
設
、
街
制
作
室
が
総
合
プ
ロ

デ
ュ
ー
ス
し
ま
し
た
。
２
階
建
て
、
延
べ

床
面
積
は
約
１
、０
８
７
㎡
。
出
店
事
業

者
を
公
募
し
、
約
60
社
の
中
か
ら
20
社
を

選
定
。
札
幌
に
偏
ら
な
い
店
舗
構
成
に
し

て
お
り
、
全
体
の
３
分
の
２
は
札
幌
以
外

の
事
業
者
で
す
。

入
居
す
る
の
は
、
ス
フ
レ
パ
ン
ケ
ー
キ

と
道
産
野
菜
が
入
っ
た
ス
ー
プ
カ
レ
ー

「
天
使
の
わ
た
ゆ
き
」
や
寿
司
「
お
た
る

亭
弥
助
」、
道
東
を
中
心
と
し
た
新
鮮
な

魚
介
類
や
農
産
物
な
ど
の
炉
端
焼
き
と
燻

製
を
提
供
す
る
居
酒
屋
「
炉
（
あ
ぺ
お

い
）」、
滝
川
の
老
舗
ジ
ン
ギ
ス
カ
ン
を
提

供
す
る
「
花
尻
ジ
ン
ギ
ス
カ
ン
」
な
ど
、

カ
ウ
ン
タ
ー
中
心
の
飲
食
店
18
店
舗
と
、

「
シ
ハ
チ
鮮
魚
店
」、「
と
ど
し
ま
青
果
店
」

の
産
直
マ
ル
シ
ェ
２
店
舗
も
入
っ
て
い
ま

す
。２

階
に
は
、
自
治
体
や
各
団
体
、
地
域

の
企
業
向
け
に
地
域
を
Ｐ
Ｒ
す
る
イ
ベ
ン

ト
ス
ペ
ー
ス
を
設
置
。
ま
た
、
狸
小
路
の

歴
史
映
像
を
Ｖ
Ｒ
で
流
す
コ
ー
ナ
ー
、
狸

ま
つ
り
で
お
披
露
目
す
る
神
輿
の
常
時
展

示
も
行
え
る
よ
う
に
し
て
い
ま
す
。
さ
ら

に
、狸
小
路
商
店
街
側
の
出
入
り
口
に
は
、

解
体
が
進
ん
で
い
る
ウ
イ
ン
ズ
札
幌
Ｂ
館

前
に
安
置
さ
れ
て
い
た「
本
陣
狸
大
明
神
」

も
移
設
、
新
た
に
安
置
し
ま
し
た
。

国
分
氏
は
、「
市
民
が
毎
日
の
よ
う
に

集
い
語
り
合
う
こ
と
が
で
き
る
コ
ミ
ュ
ニ

テ
ィ
ー
文
化
を
つ
く
っ
て
い
き
た
い
」
と

話
し
、
札
幌
狸
小
路
商
店
街
振
興
組
合
の

島
口
義
弘
理
事
長
は
「
狸
小
路
商
店
街
は

来
年
に
１
５
０
周
年
を
迎
え
る
が
、
そ
の

前
年
に
こ
の
施
設
が
誕
生
し
た
こ
と
で
弾

み
が
つ
く
と
期
待
し
て
い
る
。
ラ
ン
チ
も

楽
し
め
る
の
で
新
し
い
名
所
に
な
る
と
思

う
」
と
期
待
を
寄
せ
て
い
ま
す
。

共
立
メ
ン
テ
ナ
ン
ス
（
本
社
・
東
京
）

が
、
２
０
２
２
年
秋
に
定
山
渓
ゆ
ら
く
草

庵
（
札
幌
市
南
区
定
山
渓
温
泉
東
３
丁
目

２
２
８
の
１
）
を
プ
レ
オ
ー
プ
ン
さ
せ
、

定
山
渓
温
泉
に
進
出
し
ま
す
。
同
社
が
道

内
で
展
開
す
る
リ
ゾ
ー
ト
ホ
テ
ル
・
温
泉

旅
館
と
し
て
は
、４
か
所
目
に
な
り
ま
す
。

さ
っ
ぽ
ろ 

ニ
ュ
ー
ス 

ア･

ラ･

カ
ル
ト

さ
っ
ぽ
ろ 

ニ
ュ
ー
ス 

ア･

ラ･

カ
ル
ト

「
狸
Ｃ
Ｏ
Ｍ
Ｉ
Ｃ
Ｈ
Ｉ
」
が
オ
ー
プ
ン

新
た
な
食
文
化
の
発
信
拠
点
に

定
山
渓
ゆ
ら
く
草
庵
が
プ
レ
オ
ー
プ
ン

和
風
客
室
全
室
に
天
然
温
泉

「狸COMICHI」に入居する飲食店

・
食
文
化
の
発
信
拠
点
「
狸
Ｃ
Ｏ
Ｍ
Ｉ
Ｃ
Ｈ
Ｉ
」
誕
生

・
定
山
渓
ゆ
ら
く
草
庵
が
プ
レ
オ
ー
プ
ン

・
ス
ガ
イ
デ
ィ
ノ
ス
が
３
施
設
を
閉
店
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定
山
渓
ゆ
ら
く
草
庵
は
、
国
道
２
３
０

号
と
小
樽
定
山
渓
線
の
交
差
点
北
西
角
に

当
た
る
場
所
に
立
地
し
て
い
ま
す
。「
か
っ

ぱ
太
郎
」
の
像
が
あ
る
足
湯
の
「
あ
し
の

ふ
れ
あ
い
太
郎
の
湯
」
に
も
隣
接
し
て
い

ま
す
。

敷
地
面
積
は
６
、５
５
５
・
４
７
㎡
、
建

築
面
積
約
２
、５
０
０
㎡
）、
地
下
１
階
、

地
上
７
階
建
て
、
延
べ
床
面
積
は
約
９
、

８
０
０
㎡
。
客
室
は
和
風
で
、
全
１
０
２

室
に
天
然
温
泉
が
付
い
て
い
ま
す
。ま
た
、

内
湯（
檜
風
呂
・
岩
風
呂
）や
露
天
風
呂（
寝

湯
・
打
た
せ
湯
）
な
ど
も
設
け
、
岩
盤
浴

も
楽
し
め
る
ほ
か
、
貸
切
風
呂
も
あ
り
ま

す
。共

立
メ
ン
テ
ナ
ン
ス
は
、
ホ
テ
ル
部
門

と
し
て
ド
ー
ミ
ー
イ
ン
事
業
と
リ
ゾ
ー
ト

事
業
を
展
開
。
ド
ー
ミ
ー
イ
ン
事
業
で

は
、
道
内
12
ヵ
所
の
ド
ー
ミ
ー
イ
ン
を
展

開
（
ラ
ビ
ス
タ
釧
路
川
含
む
）
し
て
い
ま

す
。
リ
ゾ
ー
ト
事
業
で
は
ラ
ビ
ス
タ
阿
寒

川
（
釧
路
市
）、
ラ
ビ
ス
タ
大
雪
山
（
東

川
町
）、
ラ
ビ
ス
タ
函
館
ベ
イ
（
函
館
市
）

を
展
開
し
て
お
り
、
定
山
渓
ゆ
ら
く
草
庵

は
４
か
所
目
と
な
り
ま
す
。
２
０
２
３
年

春
に
は
、
ラ
ビ
ス
タ
函
館
ベ
イ
Ａ
Ｎ
Ｎ
Ｅ

Ｘ
（
函
館
市
）
が
オ
ー
プ
ン
す
る
予
定
に

な
っ
て
い
ま
す
。

　
民
事
再
生
手
続
き
を
進
め
る
ス
ガ
イ

デ
ィ
ノ
ス
は
、
デ
ィ
ノ
ス
旭
川
（
旭
川

市
、
シ
ネ
マ
・
ゲ
ー
ム
）、
デ
ィ
ノ
ス
パ
ー

ク
札
幌
狸
小
路
（
札
幌
市
中
央
区
、
ゲ
ー

ム
）、
デ
ィ
ノ
ス
ボ
ウ
ル
札
幌
白
石
（
同

市
白
石
区
、
ボ
ウ
リ
ン
グ
）
の
３
施
設
の

閉
店
を
決
め
ま
し
た
。
７
月
に
Ｇ
Ｅ
Ｎ
Ｄ

Ａ 

Ｇ
ｉ
Ｇ
Ｏ 

Ｅ
ｎ
ｔ
ｅ
ｒ
ｔ
ａ
ｉ
ｎ
ｍ

ｅ
ｎ
ｔ
と
事
業
譲
渡
契
約
を
結
び
ま
し
た

が
、
民
事
再
生
手
続
き
を
進
め
る
上
で
不

採
算
店
舗
の
切
り
離
し
が
不
可
欠
だ
っ
た

こ
と
を
受
け
て
の
対
応
で
す
。

デ
ィ
ノ
ス
旭
川
は
、
２
０
０
３
年
５
月

に
オ
ー
プ
ン
。
１
階
が
ゲ
ー
ム
フ
ロ
ア
、

２
階
が
ボ
ウ
リ
ン
グ
フ
ロ
ア
、
３
階
が
シ

ネ
マ
フ
ロ
ア
の
構
成
。
ボ
ウ
リ
ン
グ
は
コ

ロ
ナ
禍
の
影
響
を
受
け
20
年
９
月
に
営
業

を
終
了
し
て
い
ま
し
た
が
、
９
月
に
全
館

を
閉
店
し
ま
し
た
。旭
川
の
運
営
施
設
は
、

メ
ガ
セ
ン
タ
ー
ト
ラ
イ
ア
ル
旭
川
店
２
階

の
ゲ
ー
ム
コ
ー
ナ
ー「
で
ぃ
の
ぱ
！
旭
川
」

だ
け
に
な
り
ま
す
。

デ
ィ
ノ
ス
パ
ー
ク
札
幌
狸
小
路
は
、

２
０
１
９
年
６
月
に
閉
館
し
た
デ
ィ
ノ
ス

札
幌
中
央
ビ
ル
の
代
替
ゲ
ー
ム
セ
ン
タ
ー

と
し
て
20
年
３
月
に
オ
ー
プ
ン
。
同
じ
く

代
替
シ
ネ
マ
と
し
て
同
年
７
月
に
オ
ー
プ

ン
し
た
隣
接
の
サ
ツ
ゲ
キ
は
存
続
し
ま
す

が
、
ゲ
ー
ム
セ
ン
タ
ー
は
デ
ィ
ノ
ス
旭
川

と
同
じ
９
月
閉
店
し
ま
し
た
。
デ
ィ
ノ
ス

ボ
ウ
ル
札
幌
白
石
は
、
１
９
８
１
年
10
月

に
始
め
た
ボ
ウ
リ
ン
グ
事
業
の
出
発
点
と

な
っ
た
施
設
で
、
93
年
７
月
に
現
施
設
で

営
業
を
開
始
。
事
業
開
始
か
ら
41
年
目
の

10
月
に
閉
店
し
ま
す
。

ス
ガ
イ
デ
ィ
ノ
ス
は
、
運
営
し
て
い
る

17
施
設
の
う
ち
こ
の
３
施
設
を
閉
店
、
14

施
設
を
９
月
中
に
Ｇ
Ｅ
Ｎ
Ｄ
Ａ 

Ｇ
ｉ
Ｇ

Ｏ 

Ｅ
ｎ
ｔ
ｅ
ｒ
ｔ
ａ
ｉ
ｎ
ｍ
ｅ
ｎ
ｔ
に

譲
渡
し
ま
す
。
な
お
、
サ
ツ
ゲ
キ
と
デ
ィ

ノ
ス
室
蘭
（
室
蘭
市
）、
デ
ィ
ノ
ス
苫
小

牧
（
苫
小
牧
市
）
内
の
シ
ネ
マ
事
業
は
、

全
国
で
14
シ
ネ
コ
ン
を
運
営
す
る
老
舗
映

画
興
行
会
社
、
佐
々
木
興
業
（
本
社
・
東

京
）
と
Ｇ
Ｅ
Ｎ
Ｄ
Ａ 

Ｇ
ｉ
Ｇ
Ｏ 

Ｅ
ｎ
ｔ

ｅ
ｒ
ｔ
ａ
ｉ
ｎ
ｍ
ｅ
ｎ
ｔ
が
共
同
で
承
継

し
ま
す
。

ス
ガ
イ
デ
ィ
ノ
ス
が
３
施
設
を
閉
店

デ
ィ
ノ
ス
ボ
ウ
ル
札
幌
白
石
は
10
月

今秋にプレオープンする定山渓ゆらく草庵

ディノスボウル札幌白石（スガイディノスホームページより）



▽「企業のためのよろず情報誌　ＫＩＳＥＴＳＵ」10 月号をお届けします。連載の「働き方改革へ
の挑戦」。最終回は週休 2 日と時間外労働編です。これらへの対応は、官庁工事では普及が進んで
いますが、民間工事はまだ不十分です。働き方改革の実現には多くの課題はありますが、一歩ず
つ前に進んでいくことが不可欠です。
▽夏は過ぎ季節は早くも秋。ことしは比較的過ごしやすい夏でした。猛暑は大雪に、という説もあ
りますが、それに当てはめれば、今冬の豪雪は避けられそうかも。いやいや、油断はなりませんね。
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大雪山姿見の池駅すぐ近くで撮影（2017年）

＜世界一の北海道＞
「北海道はね、世界で一番色のある島なんですよ。」
「大雪山の秋は特にすごいですよ。赤、黄、緑そこに初雪の白もあるんですから。」
「これは当たり前の景色ではないのです。世界の空を飛びましたが、陸地は緑というより灰色が圧倒的に多いんですよ。
北海道ほど美しいところはありません。」
　30 年ほど前に出会った清水武男さん（故人）の熱のこもった声が今も耳に聞こえるような気がします。たまたま訪
れた清水さんの写真展の会場には、見たことのない北海道を空撮した写真がずらりとならんでいました。どれも、身
長と同じぐらいの大きさに引き伸ばされ、その迫力と美しさにわたしは声を失いました。
「これが北海道なのか…！！」
　北海道に生まれ、北海道に育ち、北海道が大好きな自分。しかし、この美しさには何も気が付いていませんでした。
いつもの視線から見る北海道は、まさに「当たり前の光景」だと思っていたのです。すこし見方を変えただけでこん
なにもすごいなんて。
　この後購入したのが清水さんの写真集「北飛行」（1988 年刊）。今も私の本棚の一番大事な一冊です。もうかなり
ぼろぼろになっているのですが、清水さんの写真を見るたびに、北海道愛が深まり、心が癒されます。
　さて、今まさに北海道に最高の秋がやってきました。
　飛行機もドローンもないわたしですが、スマホが私の手に
あります。スマホはすごいですね。北海道民みんながセミプ
ロカメラマン！何しろ最高の被写体がいつも目の前にあるの
ですから。いつでもどこでも、ぶらりと歩いている街中でも
北海道の色を発見できるのです！
　9月中旬に何度か大雪山に向かいました。「週末の朝は晴れ」
と分かったら、じっとしていられません。真夜中に高速道路
をひた走り、大雪山ロープウエーへ。始発の 6:30 前にはす
でに長蛇の列ができています。ロープウエーで向かった「姿
見の池」周辺にはまさに絶景が広がります。
　わたしに翼はないけれど、北海道の色は確かに発見できる
のです。あなただけの北海道の秋色、見つけましょう！

驚きと発見、そして北海道愛へ

今、「ほっかいどう学」が熱い!!
認定NPO法人ほっかいどう学推進フォーラム理事長　新保　元康

連 載 コ ラ ム


